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北部大阪都市計画事業J R高槻駅北東土地区画整理事業

事業計画書

第1 ･土地区画整理事業の名称等

(1)土地区画整理事業の名称

北部大阪都市計画事業J R高槻駅北東土地区画整理事業

(2)施行者の名称

高槻市J R高槻駅北東土地区画整理組合

第2 ･施行地区

(1)施行地区の位置

本地区は､高槻市中心部に位置し､北は市道安満新町天神線に､東側は民有地及

び水路､南はJ R東海道本線に､西は市道高槻駅前線に因まれている｡

区域は南北約150m､東西約590mで､面積は約9.26haである｡

当地区はJR高槻駅に近接し､同駅の北東の位置にある｡

(2)施行地区位置図

別紙図面のとおり

(3)施行地区の区域

高槻市白梅町,古曽部町一丁目､古曽部町二丁目及び天神町-丁目の各一部

(4)施行地区区域図

別紙図面のとおり
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第3 ･設計の概要

1 ･設計説明書

(1)土地区画整理事業の目的

本地区は､ J R東海道本線高槻駅(新快速､快速停車駅)に近接しており､鉄道

交通条件では非常に利便性に優れており,大型商業施設と大部分を占める大規模工

場跡地であり､駅前地区でありながら道路､公園等の公共施設の整備水準はあまり

高くないo　また､高槻市の中心市街地でもあることから､土地の有効利用と賑わい

等の都市活力が求められる地区である｡このようなことから､公共施設の整備改善

及び敷地の整序並びに土地利用の転換を図り､中核市高槻の玄関口にふさわしい新

たな都市機能を有する都市拠点を創出するため､良好な市街地環境を形成すること

を目的とする｡

(2)施行地区内の土地の現況

(イ)地区の性格及び発展状況

本地区は､北側は道路区域を含む市道安満新町天神線(西国街道)に､東側は民

有地と水路､南側はJ R東海道本線に､西側は市道高槻駅前線に囲まれた､ユアサ

工場跡地及び西武百貨店等の商業地と一部一般住宅地を含めた区域である｡また,

J R東海道本線高槻駅に近接しており､ユアサ工場跡地の土地利用計画と併せて周

辺地域の計画的な市街化の形成が望まれる地区であるD

(ロ)地区人口及びその密度

地区の大半がユアサ工場跡地であり､西側に商業業務関係､地区北側の東寄りに

一般住宅地等が存在しているo　地区内には35世帯､約97人程度が居住しており､

地区内人口密度は約10.5人/haであるo

(ハ)土地利用現況

本地区は､地区西側に西武百貨店等商業･業務系が中央部にはユアサ工場跡地が

大半を占め､地区北側の東寄りに一般住宅地がある他は､道路､水路用地等を含む

公共用地が約5.7%となっている｡

(ニ)道路及び宅地の状況

道路は､地区北側に市道安満新町天神線(幅員5-llm) ､中央部やや東側に市
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道古曽部町224号線(幅員7-8m)がある｡また､地区に隣接して西側に市道高槻

駅前線(幅員15m)がある.

宅地については､西側に商業､中央部に工場跡地､北側の東寄りに住宅等が存在

している｡

(ホ)地勢

地形はほぼ平坦地であり､標高約12-13,5mである｡

(へ)用排水

地区内には､雨水排水路として地区中央部やや東側において南北に横断して開水

路がある｡

(ト)上水,ガス等供給処理施設

地区内の供給処理施設としては､上水道､下水道が完備し､ガスについては､都

市ガス供給区域ではあるが､都市ガス以外も使用されている｡地区内の中央部南北

道路及び北東角に向けた東西道路のそれぞれに各供給処理施設が埋設されている｡

(チ)地価の現況

地価については､地区外で西側にある芥川町二丁目の商業地における公示地価

(平成19年現在)は302千円/mJとなっており,本地区平均は338.6千円/mZ程度と

予想される｡

(3)設計の方針

(イ)土地利用計画･人口計画

本地区の用途地域は地区西側に商業地域､中央部に準工業地域,東側に工業地

域の指定がされているが､地区計画(再開発等促進区)により壁面の位置の制限

等を規定するとともに､建蔽率の最高限度を60%に､容積率の最高限度を商業

･準工業地域を550%､工業地域を350%とし､良好な環境の商業地形成を図る

計画とする｡

計画人口は約2,600人､人口密度約280人/haとする.

(ロ)公共施設計画

(道路の整備計画)

地区北側の都市計画道路3･4･ 207-41古曽部天神線(幅員18m)及び地区中

央部のU字型の都市計画道路3･5･207-42古曽部白梅線(幅員13m)の各幹線
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道路を基幹に歩車分離の補助幹線の区画道路2路線(幅員14-18m､幅員10111)

を適切に配置し､整備を行うものとする｡

(公園･緑地整備計画)

地区面積の3%以上かつ居住人口3ml/人以上の公園､緑地面積を確保し､ 1

ヶ所の防災性のある公園とポケットパーク的な公園及び緑地をJR東海道線沿い

に設ける｡

(用排水路整備計画)

雨水については､各道路に敷設する管柴で集約し､ ∫ R東海道本線を横断する

既存の下水道管に放流するo　また､汚水についても各道路に敷設し､雨水同様既

存の下水道管に放流する整備とする,

(供給処理施設整備計画)

電気､ガスについては､道路配置計画にもとづき全線について整備する｡なお､

電気については共同溝により無電柱化の整備とする｡

(公益施設の整備計画)

特に､整備しないo
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